
神戸市外国語大学・外国学研究所・名誉教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４５０１

基盤研究(A)（一般）

2016～2012

チベット語最古層の形成とその構造推移ーデータベース解析による辞書と歴史文法の編纂

Formation of the Oldest Layer of Tibetan and Its Historical Transition

１０１７１６１２研究者番号：

武内　紹人（TAKEUCHI, Tsuguhito）

研究期間：

２４２４２０１５

年 月 日現在３０   ８ ２８

円    37,400,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では、チベット語の最古層である７世紀から10世紀の碑文・紙文書・木簡を
網羅的に解読整理し、データ解析することにより、基本的な言語構造とそれが多民族的社会背景で成立した経緯
を解明した。
　また、チベット文字で書かれた未解読文献であるシャンシュン語、ナム語の解析も行い、統計処理分析を導入
することで各言語間の親疎関係について見通しを得た。さらに、古チベット文献につづくカラホト出土文書につ
いてもカタログを作成し出版することで、11世紀から世20紀への変化をあとづけることができた。
　その結果、最古層のチベット語の基本構造の解明とそこからの歴史的変遷を踏まえた歴史文法を構築すること
ができた。

研究成果の概要（英文）：  The oldest layer of the Tibetan Language, i.e. Old Tibetan, was produced 
from the 7th century on. In this project, various genres of Old Tibetan texts were deciphered and 
linguistically analyzed. As a result, not only the synchronic linguistic structure of Old Tibetan, 
both colloquial and literal, but also its sociolinguistic variations, i.e. produced in 
multi-linguistic grounds, were made clear. Zhangzhung and Nam, two yet undeciphered languages 
written in Tibetan script, were also analyzed. The Tibetan texts from Kharakhoto, which followed the
 Old Tibetan texts and lasted till 20th c., were catalogued and published.
  Through these researches, we have reconstructed the linguistic structure of the Old Tibetan 
language and also outlined its historical development till the modern period.
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１．研究開始当初の背景 
 チベット語が７世紀に成立する経緯は、３
つの視点から注目・研究されてきた。(1)チベ
ット語の最古の文献である古チベット語文
書の解読と解析、(2)チベット語と分離する以
前のチベット・ビルマ系諸語との関係、(3)
古チベット語から現代語諸方言への歴史的
変遷。 
 そのいずれについても世界的に研究が進
展し、データが積み重ねられてきた。とくに
(1)の古チベット語文献の研究は、代表者（武
内）のグループが世界をリードして研究デー
タを作成してきた。これらの蓄積をもとに総
合的な解析と統合が求められる状況にあっ
た。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、上記の従来の研究データ
をもとにさらに網羅的にデータを補完の上、
総合的にデータ分析を行ったうえで、チベッ
ト語最古層の言語構造を解明することであ
る。同時に古チベット語が用いられた社会言
語学的な背景を分析することで、古チベット
語を立体的に再構築する。そして、そこから
現代の諸方言への歴史的変遷を跡づけるこ
とを通して、チベット語の古層から現代に至
る歴史文法を構築することである。 
 
３．研究の方法 
 研究の柱である(1)古チベット語文献の解
読研究は代表者（武内）のグループが長期に
わたりデータを蓄積してきたので、今回それ
を補完し、それを網羅的に分析する。データ
作成の過程で、(2)、(3)についての情報もデー
タベースにもり込んでいるので、それも併せ
てチベット語最古層を重層的に解明・再構成
していく。 
 
４．研究成果 
 本研究では、チベット語の最古層である７
世紀から 10 世紀の碑文・紙文書・木簡を網
羅的に解読整理し、データ解析することによ
り、基本的な言語構造とそれが多民族的社会
背景で成立した経緯を解明した。 
 また、チベット文字で書かれた未解読文献
であるシャンシュン語、ナム語の解析も行い、
統計処理分析を導入することで各言語間の
親疎関係が明らかになり、今後の解読につい
て見通しを得た。 
 さらに、古チベット文献につづくカラホト
出土文書についてもカタログを作成し出版
することで、11 世紀から 20 世紀への言語変
化をあとづけることができた。 
 現代語方言についても蓄積したデータを
分析し古語と比較対照することにより、古チ
ベット語から現代までの口語の変遷を跡づ
けることが出来た。 
 その結果、最古層のチベット語の基本構造
の解明とそこからの歴史的変遷を踏まえた
歴史文法を構築することができた。 
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